
スオメンリンナのサービスや営業時間、 
水上交通の時刻表、イベントなどの情報：

日本

ようこそ
スオメンリンナは、往時のヨーロッパ軍事建造物の例と

して、ユネスコ世界遺産に登録されています。要塞は変則
的な形状の星形要塞で、時代を通じてスウェーデン、ロシ
ア、フィンランドという3つの国の国防を担った独自の歴

史を持っています。

1748 年 フィンランドはスウェーデン王国に帰属。アウグスティン・
エーレンスヴァルドの指揮のもと、海上要塞の建設が始ま
る。1750年、スウェーデン王フレドリク1世が要塞をスヴェ
アボリ（Sveaborg）と命名する。

ロシア・スウェーデン戦争で、要塞は海軍基地となる。1788 年

フィンランド戦争で要塞はロシア軍に引き渡され、その後
110年間にわたってロシアの海軍基地となる。1809年、フ
ィンランドはロシア帝国の自治領となる。

1809 年

クリミア戦争。要塞は英仏艦隊の爆撃により大きく損傷
する。

1855 年

フィンランド内戦。要塞に捕虜収容所が設置される。要塞
はフィンランド領に編入され、スオメンリンナと名付けら
れる。

1918 年

第2次世界大戦が始まると、要塞では沿岸砲が使用され、
対空防衛・潜水艦基地となる。

1939 年

フィンランドの駐屯部隊が要塞島から撤退。スオメンリン
ナは国の管轄となる。

1973 年

1991 年 要塞が往時のヨーロッパ軍事建造物の例としてユネスコ世
界遺産に登録される。

スオメンリンナは、フィンランドで最も人気の高い行楽地
であり、年間を通じて多彩なサービスやイベントが開催
される、活気あるヘルシンキ市の一部です。要塞には、約
800人のヘルシンキ市民が住んでいます。教育文化省が管
轄するスオメンリンナ管理機関は、要塞の修復、維持、開
発、観光客への案内を行っています。要塞は持続可能な観
光の原則に従って開発されており、 次の世代のために保
存していくことが望まれています。観光中は指示を守り、世
界遺産の保存へのご協力をお願いいたします。 

現在

スオメンリンナ・ビジターセンターでは、要塞観光に役立つヒント
をご案内しています。

最も重要な見どころは、全長約1.5kmのブルールート上にあ
ります。地図上の青い線や、島内の青い道標に沿ってお進み
ください。地図上の青い点は、主な見どころや案内板の位置
を示しています。

suomenlinna suomenlinnaofficial suomenlinnaWHS

乾ドック
スオメンリンナのドック（船渠）は、

現役の乾ドックの中では世界最古のもの
の一つです。1760年代には、造船技師チ
ャップマンの指揮のもと、ここで群島旅
団の船が建造されました。現在、ドック
では古い帆船の修復が行われています。

24

キングスゲート
キングスゲートは、要塞の式典用の

門として1753年から1754年にかけて建設
されました。門は、1752年に要塞の建設
者であるスウェーデン王アドルフ・フレド
リクが建設作業の視察に訪れた際、王
を乗せた船が錨を下した場所に建設され
ています。

44

スオメンリンナ教会
教会は、1854年に正教会の駐屯地

教会として建設されました。教会は、フィ
ンランド統治初期の1920年代にルター派
教会となりました。教会塔にある灯台は、
現在も航空・船舶交通で使用されていま
す。

8

コートヤード
アウグスティン・エーレンスヴァルド

が設計したコートヤードは、1760年代に
要塞の中央広場として完成しました。 
1855年にはクリミア戦争の爆撃で大きな
被害を受けました。広場にはエーレンスヴ
ァルドの墓があります。

29

42
クスターンミエッカ

クスターンミエッカでは、当初からの
星形要塞と、19世紀後半にロシアによっ
て構築された、砂防や大砲を備えた海上
の防衛線を見ることができます。
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す

柵のない 崖があ
ります。 足元に 
ご注意ください

お子様から 
目を 離さな
いでください

「責任ある観光」については以下をご覧ください。www.suomenlinna.fi/en/visitor/instructions/regulations

見どころ
1918年捕虜収容所記念碑
スオメンリンナ教会
乾ドック見晴台
コートヤード
クスターンミエッカの砂防と大砲
キングスゲート

交通機関
フェリー（HSL）、メイン乗り場
水上バス、トゥキストラハティ乗り場

       水上バス、キングスゲート乗り場
水上バス、ロンナ乗り場 
補給船（HSL）、補給船発着所 

ミュージアム
おもちゃ博物館
軍事博物館
スオメンリンナ博物館
税関博物館
エーレンスヴァルド博物館
潜水艦ヴェシッコ

レストラン・カフェ・バー
レストラン・スオメンリンナ・ブルワリー
ヴィアポリ・デリ&カフェ
カフェ・シロ
バスティオン・ビストロ
カフェ・ヴァニッレ
リンナ・バー
おもちゃ博物館カフェ・サモワールバー
スオメンリンナ・センターカフェ
カフェ・バー・ヴァリモ
アドレルフェルト
カフェ・ピぺル
レストラン・ヴァルハラ（2023年は休業中)
ピッツェリア・ニコライ
ロンナ・レストラン

ショッピング
食料品店
おもちゃ博物館ショップ
スオメンリンナセンター・ショップ
トゥキストラハティ・キオスク
サマーショップB34
アート&クラフト・サマーショップ・B34
 

アート・カルチャー
HAAギャラリー  
HIAP  ギャラリー・アウグスタ
セラミックスタジオ・ポット・ヴィアポリ
ガラススタジオ・ヒュッティ
茶室「徳有庵」
サマーシアター
エサ・トイヴァネン・スタジオ
ムーテ
テキスタイルスタジオ

宿泊施設
ホステル・スオメンリンナ
ヴィラ・シロ

その他のサービス
スオメンリンナ・ビジターセンター
スオメンリンナ図書館
レヴハッリ
マリーナ
ビーチ
ピクニックスペース
Сロンナ・サウナ
スループ艦「ディアナ号」乗り場

イベント・会議・パーティ会場
グループ 予約可能

ピルンキルッコ・バンケットホール
パヤサリ・ホール、トゥンヌリンテキヤ・ミーティングルーム
オフィサーズ・クラブ
バラスト・ルーム
テナイユ・フォン・フェルセン
ミュッルサリ・ホール
ピールタモ
ガンパウダー・マガジン

i

WC

WC

WC

ブルールート (全長 約1.5KM)
トンネル
大砲
通年 営業
季節 営業
案内板
バリアフリー WC 、通年 使用可能
wc、通年 使用可能
wc、夏期のみ 使用可能 
分別ゴミ  箱
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